
 

地域包括ケア病棟開設までに
至る経緯と現状報告 

尾道市立市民病院 看護部 
統括師長 宍戸雅美 

平成30年1月11日（木） 第184回 オープンカンファレンス  



 

本日のお話 
 

１．地域包括ケア病棟とは？ 
 
２．開設に向けての準備 
 
３．病棟運営 
 
４．患者さんの声と看護師の声 
 
５．今後の課題 





1．地域包括ケア病棟とは？ 

対 象 患 者 
急性期医療を経過した患者および在宅におい
て療養をおこなっている患者等の受け入れ並び
に病状が安定した患者の在宅復帰支援を行う 

                

＊平成26年度（2014年度）診療報酬改定 

 急性期後の受け入れをはじめとする地域包括ケアシ
ステムを支える病棟の充実が求められていることから
新たな評価を新設（60日まで） 



地域包括ケア病棟の算定基準 

①看護配置13対１以上、専従の理学療法士、 

 作業療法士または言語聴覚士1名以上、及び 

  専任の在宅復帰支援担当者1名以上を配置 

②リハビリ施行患者1人あたりの単位数 

        2単位以上/日 

③在宅復帰率；７０％以上 

④一般病棟用の重症度、医療・看護必要度のA項目 

 1点以上またはC項目1点以上の患者が10％以上 

⑤看護職員配置加算；50対1以上 



地域包括ケア病棟 
入院医療管理料 

 

1,913病院 
61,796床 

 
平成28年6月時点 

1,514病院 
44,901床 

 

平成27年 1,170病院 



地域包括ケア病棟協会へ入会 

会員施設 441（2017年12月28日現在） 
 

広島県 22施設  

事業の目的 
１．本病棟の充実 
２．職員の教育・研修 
３．情報交換 



 

２．開設に向けての準備 

当院の問題 
 

１．7対1病棟の平均在院日数が徐々に増加している 
２．看護必要度の評価基準が25％にアップされると基準値に 
  満たない 
  内科、整形外科、消化器内科、血管外科が基準値以下 
３．DPCⅡ超えの患者が多く、収入につながらない 
４．患者層の変化が大きい 
     平均年齢の上昇  61.3歳→71.1歳 
     60歳以上患者比率 64.4％→81.2％ 
５．月平均の患者数の減少  約1,000人 
 
                    全てが収入減に繋がっている 

まだ退院をするのは不安（T-T） 
 

早く行き先を決めてって言われるし。 
 

まだ辛いし、痛いし、良くなるのかな。 



ワーキンググループの立ち上げ 

実績作り  2017年1月から始動 

＊7対1病棟の基準をクリアしながら、地域包括 

 ケア病棟の数字をシミュレーションしていく 

＊医事課との協働 

＊医師との協働 

＊各病棟師長と連携し患者のリストアップ 

＊在宅復帰率  ＊重症度、医療・看護必要度 

＊リハビリ単位数 
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地域包括ケア病棟の開棟に向けて 

患者説明 

 パンフレット作成 

 地域住民への広報 

 院内への掲示 

 入院のしおりへ 

  

■職員への説明 

■入院診療計画書準備 

 ・直接入院用 

 ・一般病棟から転棟用 

■地域包括ケア病棟システ
ムツール開始 

■重症者等療養環境特別加
算の個室化 

■算定可能な加算の確認 



 

 

地域包括ケア病棟になりました 

2017年6月1日（木）スタート 

入院（急性期治療） 

回復した時 

地域包括ケア病棟 
 （60日限度） 

在宅退院・施設入所 

退
院 

もう少し不安 

退院後の生活や介護サービス、施設等の利用、入所等に向けた 
支援をさせていただきます               
                                   新3病棟 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1485341718/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzAxLmdhdGFnLm5ldC9pbWcvMjAxNTA0LzI0bC9nYXRhZy0wMDAwMjI0NC5qcGc-/RS=^ADB211jGIkauh0bQWjY0vvOYceaTNM-;_ylt=A2RinFqVModYHyoA1DmU3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1485338140/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90LnBpbWcuanAvMDAzLzkyOS80MTMvMS8zOTI5NDEzLmpwZw--/RS=^ADBk4ZBPI.zpEnS09cvaQ0EbT7.ATk-;_ylt=A2RCCzKcJIdYRz8AaEGU3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1485338936/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2xpdmVkb29yLmJsb2dpbWcuanAvZnVtaXJhL2ltZ3MvNS84LzU4YWZjOGFiLmpwZw--/RS=^ADBcYGzYP0Yh84JGU0XO5pmH64foMA-;_ylt=A2RCL5i4J4dYFFcA6SCU3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1485338780/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2Rvb3IyLm1lL3dwLWNvbnRlbnQvdXBsb2Fkcy8yMDE1LzAxL2hvdXNlXzFmLnBuZw--/RS=^ADBkmgogFeNUZ5HbtOEI1yoRfiyZsg-;_ylt=A2RCA94cJ4dYZRoAsCGU3uV7


 ・在宅復帰率     70％ 
・リハビリ単位数   2単位 
・医療看護必要度  10％ 
・入棟患者数     40人 
・退棟患者数     40人 
・在院日数      25日 
・延べ患者数    1,290人 
・病床稼動率    90％ 

目標基準値 



運用開始後の実績値 
  基準値 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

在宅復帰率 70％以上 100% 96.6% 95.5% 93.3% 90.6% 88.7% 90.0% 

リハ単位数 2.0単位以上 2.31 2.16 2.31 2.2 2.21 2.11 2.17 

看護必要度 10％以上 14.7% 17.5% 26.2% 20.7% 18.7% 8.4% 18.1% 

目標値 

入棟患者数 40人 56 61 66 59 59 51 68 

   新規 
  

5 9 7 6 5 10 19 

   転入   51 52 59 53 54 41 49 

退棟患者数 40人 52 59 66 60 56 53 73 

平均在院日数 42日 43.8 41.1 31.1 37.6 43.2 41.7 29.6 

平均在棟日数 25日 23.1 23.3 18.3 20.8 22.9 25.3 19.3 

延べ患者数 1,290人 1,247 1,398 1,332 1,240 1,317 1,315 1,360 

1日平均入院患者数 43人 41.6 45.1 43 41.3 42.5 43.8 44.5 

病床稼動率 90％以上 86.6% 94.0% 89.5% 86.1% 88.5% 91.3% 91.4% 



診療科の構成 

退棟患者数 

整形 

内科 

脳外 

泌尿器 

外科 

消化器 

循環器 

皮膚 

血外 

小児 

診療科 退棟患者数 構成比 

整形 339 80.9% 

内科 42 10.0% 

脳外 16 3.8% 

泌尿器 8 1.9% 

外科 4 1.0% 

消化器 4 1.0% 

循環器 2 0.5% 

皮膚 2 0.5% 

血外 1 0.2% 

小児 1 0.2% 

総計 419 100.0% 

整形外科 



一般病棟（7対1算定病棟）の変化 

導入前 導入後 

基準 11月～5月 6月～12月 

在宅復帰率 80％以上 85.6％ 88.6％ 

看護必要度 25％以上 26.4％ 29.1％ 

平均在院日数 14.5日 13.3日 

病床稼動率 77.1％ 75.2％ 



病棟の風景 
他職種カンファレンス 



退院支援活動 

在宅訪問件数（新3病棟） 
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退院前訪問と退院後訪問 

住み慣れた場所へ 
 

うれしい帰宅です 



ロコモ体操（カープ体操） 

参加者数 患者：15～23名 スタッフ：約15名 

毎週火曜日 14時～  カープ女子も参加 

楽しく体を動かし
カープを歌ってます 



 

半年経って、こんなことがありました！ 

■DPC対象患者を直接入れてしまいました 
 
■労災対象の患者を入れてしまいました 
 
■緊急手術になった事例がありました 
 
■レスパイト入院の患者が急変し，死亡に至った事例がありました 
 
■患者の意欲低下や超高齢患者のリハビリの継続が困難な事例がありました 
 
■在棟日数が長くなることで，主治医の負担が大きくなってしまいました 
 
■予測できなかった在宅復帰困難な事例がありました 



患者さんの声＆看護師の声 

ここの看護師さんは
親身になって話しをき
いてくれるんよ！ 

自宅への訪問
は最新式だ！ 
すごいね。 

いきなり転棟させられた 
転棟させられる意味がわからない 

いろんな人が心
配して考えてくれ
ていることがうれ

しいね。 

他職種で関
わって退院
されたとき 

自分の足で歩
いて退院される
姿を見たとき 

退院前訪問・後訪問の
充実を図りたい 

レクレーションの時間を
作りたい 



 

■地域包括ケア病棟の周知（職員を含め患者や家
族へのアピール） 

■急性期病棟からの切り替えをスムーズにして、患
者と家族が安心して在宅復帰ができるようにする 
■入院生活が楽しい時間であるような工夫 
■スタッフのモチベーションをアップできる工夫 
■他職種によるチーム医療の充実 
■「総合診療専門医」の存在が病棟を充実 

今後の課題 



収入の話し 

2億7千万円 

その人らしい生活への復帰を目指して 

ご静聴頂きありがとうございました 


